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今年の保育園第１次申し込み 定員枠不足は３２１名 
 １月２５日に今年四月からの保育園希望者の第一次選考の結果が発表されました。年齢

ごとの申し込み者は１，３９６人で、定員枠は１，２３８人、申込者に対する定員枠の不

足は３２１名でした（４，５歳児は申し込みよりも定員枠が多いので不足分からは除く）。 

 申し込み者の数を年齢別でみると、０歳児は前年比１９人増、１歳児は９人減、２歳児

は３３人減、３歳児は１０人増、４歳児は１人増、５歳児は５人増、合計では９名減って

います。 

認可保育園の増設と、４月の緊急対策を 
 今年は、認可保育園が３園、小規模保育園が１園新設され、定員枠は４３４名増えまし

た。これによって定員枠の不足は昨年の４３０人から１０９名へと大幅に減り、４歳児・

５歳児では申し込みを上回る定員が確保されるようになりました。 

 一方、１歳児の１３３人を最多に、０～２歳児の受け入れ枠はまだまだ不足しており、

さらなる認可保育園の増設と、今年４月に待機児を出さないための緊急策が必要です。 

 日本共産党市議団は、新設保育園で４歳児５歳児の定員枠にかなり余裕があるところも

あるので、東京都の緊急１歳児受け入れ事業の制度などを活用した対策を講じるよう、議

会でくり返し提案をしています。 

 

２０１９年４月１次選考申し込み件数 （人） 

    ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

申し込み者数 

（前年比） 

３８２ 

（＋19） 

５０３ 

（－9） 

２４５ 

（－33） 

２０４ 

（＋10） 

４６ 

（＋１） 

１６ 

（＋５） 

１，３９６ 

（－９） 

受け入れ可能枠 

（前年比） 

３１６ 

（＋23） 

３７０ 

（＋５９） 

１７６ 

（＋１６） 

１５１ 

（－２） 

１２４ 

（＋１７） 

１０１ 

（＋１７） 

１，２３８ 

（＋１３０） 

 不足分 

（前年比） 

６６不足 

（４減） 

１３３不足 

（６８減） 

６９不足 

（４９減） 

５３不足 

（１２増） 

７８超過 

（１６増） 

８５超過 

（６増） 

－３２１ 

（１０９減） 

 



若手農業者と都市農業振興議員連盟が意見交換会 
 ２月５日、日野市都市農業振興議員連盟

と若手農業者との意見交換会を開きました。 

 同会には、市内の３０～４０代の農業者

の方６人が参加、都市農業の保全や振興策、

農業者として感じていることなどを、率直

に出していただきました。 

 冒頭、都市農業振興課から、日野市の農

業について説明がありました。今年度、学

校給食で使っている地場野菜の割合が目標

の２５％を超え、２９．８％に上っている

こと、これは平山の農家のみなさんが他地

区で足りないものを出荷してくれているこ

とが大きいということでした。 

 農家の方からは、「相続、区画整理、後継

者不足等、農業を取り巻く状況は厳しいが、

市の力の入れようによって、農業は残って

いくと思う。法改正によって畑の貸し借り

もできるようなったので、販路が確保でき

れば、規模を拡大していきたい」「畑の周り

に家が建ち始め、ハウスの暖房器具などの

騒音や、住宅に寄る日影の問題等、住宅と

の共存について不安はある。でも、それが

クリアできれば、消費者が近くにいるとい

うことで販路が広がる」が出されました。

日野市では、畑に「この畑の野菜は学校給

食に供給されています」といった看板を設

置して周辺の理解を促しているということ

です。 

販路拡大、若手農業者の研修・交流会など要望が次々 
 「夏場のナスやトマトなど、収穫最盛期

に作物がだぶついてしまうことがある」「市

内飲食店から引き合いはあるけれど、マッ

チングが難しい」という意見も出されまし

た。   

市内の飲食店への納入、スーパー、コン

ビニでの販売、学生や労働者など普段地場

野菜を買うことのない人たちにも買っても

らうための方策など、あたらし販路と農家

を結ぶコーディネーター役の必要性を強く

感じました。 

 「若手農業者の研修・交流の機会が欲し

い」という声も出され、市や議会が協力で

きることを検討していこうではないかとい

う声が議員からも出されました。 

 「新しい栽培技術に挑戦したい」「販路を

拡大したい」などなど、若手農業者のみな

さんの熱い思いと、それを支えたいという

日野市の担当者と党派を超えた議員の思い

が感じられた意見交換会でした。 

 

畑だより・・・ 
 知りあいから、はっさくをもらいました。 

 すっぱいのは苦手なので、 

毎年、ママレードにしています 

夏みかんに比べて苦みがすくないし、 

香りもよいので、好きです 

もう少ししたら土佐文旦の季節 

こちらは皮を甘く煮て 

ピール（砂糖漬け）にします 


